
















たじろぐ気配さえなく、ゆとりを持って生きることがどれほど大切かという主題をひたむきに説いていく。まるで変奏曲のように、世界文学のさまざまなテ スト 自在に引用し主旋律のリズムや調子を少 ずつ変えながら。
九つの変奏曲はゆったりと心地よいので、いつまでも聞いて
































める志向性」だとすると、著者がよしとするもう一方 価値観は、 「感覚的であること、観想的 あること、リラックスしていること」
（二二ページ）
という「重要な三位一体」に象徴され












ン・トドロフらの言葉が引かれることによって、 創造者には「遅いこと」のみならず、退屈や挫折といった普通ならネガティヴに捉えられる現象にまでポジティヴな意義が与えられる。こうしてラクーザは、 現代社会が半ば暴力的に強要し くる「速さ」に抗って時間的な余裕と精神的な豊かさを寿ぐ朋友たちを、世界文学のあちこちに見出してい である。
ここで思い起こされるのは、ロシア・フォルマリストのヴィ
クトル・シクロフスキ が「異化」について説明した次の有名なくだりである。 「生の感覚を取り戻し、事物を感じ取るために、石を石らしくするために、芸術と呼ばれるものが存在する。芸術の方法とは、事物を異化する方法であり、知覚をより困難にし、より長引かせるために、日常的 慣れた事物を奇異なものとして表現することである」 。知覚のプロセスが芸術であるなら、そのプロセスを「遅らせ
（長引かせる）
」ことが重要










葉と響き交わしている。本 からほのかにエロティシズムが匂いたってく よう 感じられるのは、読者と本 間に、ひいては作者 読者の間に、 な歓びが存在する らなのだろう。
そうした身体的な手応えを感じつつ悠然と生きることが、時
間のプレッシャーを減少させ最終的に自由を獲得することにつながるという。もちろん、慌ただし 現実 生きている者とって、これはなかなか実現できることではない しかし今回私は、本書の内容にしたがって本書をゆっくり繰り返し読んでみて、久しぶりに贅沢で幸福な時間を味わ ことができた
（そ
のため書評の締切 を大幅 過ぎてしまったのも事実だが）
。
ちなみに、二〇〇九年に彼女の自伝的作品『もっと海を』の
ロシア語訳が出版されたとき序文を寄せたのが スイス在住のロシア語・ドイツ語バイリンガル作家、ミハイル・シーシキンだ。どうやら彼もラクーザの「親密圏」に属する同志であるらしい。その序文でシーシキンは、彼女のことを「遊牧民」と呼んで、その自由な詩的精神に感嘆してい 。
（沼野恭子）
